
リ
ベ
ラ
ル
東
大
阪

リ
ベ
ラ
ル
東
大
阪

子
供
た
ち
や
子
供
連
れ
の
人
が
外
出
し
や
す
い
町
づ
く
り
を
推
進
せ
よ

子
供
た
ち
や
子
供
連
れ
の
人
が
外
出
し
や
す
い
町
づ
く
り
を
推
進
せ
よ

代
表
質
問

寺
田

広
昭

個
人
質
問

中
西

進
泰

代
表
質
問

松
平

要

真
に
市
民
の
役
に
立
つ
役
所
の
あ
り
方
を
問
う

真
に
市
民
の
役
に
立
つ
役
所
の
あ
り
方
を
問
う

さ
わ
や
か
な
風

さ
わ
や
か
な
風

子育てを応援するためにも、公的施
設でのおむつがえや授乳場所の確保
が急務です。

（市内子育て支援センター）

国民健康保険料の収納率向上のた
め、市民生活の実態調査とともに収
納体制の強化が必要です。

（医療保険室保険料課窓口）

人
事
政
策
の
目
的

問

市
長
の
市
政
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
の
中
に

職
員
パ
ワ
ー
ア
ッ

プ
人
事
政
策
の
推
進

と
掲
げ

ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
目
的
は

ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

市
長

地
方
分
権
が
進
む
中
、

地
方
自
治
体
で
は
都
市
経
営
の

視
点
で
、
自
ら
課
題
に
挑
戦
す

る
情
熱
と
解
決
で
き
る
能
力
を

備
え
た
人
材
を
育
成
す
る
こ
と

は
、
早
急
か
つ
確
実
に
取
り
組

む
必
要
が
あ
り
、
私
の
使
命
で

あ
る
。
職
員
の
意
欲
と
能
力
を

高
め
、
中
核
市
と
し
て
府
下
の

自
治
体
を
リ
ー
ド
し
て
い
く
自

信
と
自
覚
を
持
っ
た
人
材
を
育

成
し
、
全
国
の
自
治
体
の
手
本

と
な
る
よ
う
な
市
に
変
え
て
い

く
。子

育
て
を
応
援
す
る
施
策

問

子
育
て
を
す
る
母
親
の
行

動
範
囲
の
狭
さ
が
問
題
と
な
っ

て
お
り
、
外
出
の
際
の
負
担
が

軽
減
さ
れ
れ
ば
行
動
範
囲
を
広

げ
た
い
と
す
る
母
親
の
要
望
は

大
変
強
い
。
東
京
都
板
橋
区
で

は
外
出
時
に
お
む
つ
替
え
や
授

乳
の
場
所
が
少
な
く
不
安
で
あ

る
と
の
声
を
反
映
し
、
区
の
施

設
な
ど
に
こ
う
し
た
場
所
を
設

け
る
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い

る
が
、
本
市
の
公
的
施
設
の
現

状
は
ど
う
か
。

福
祉
部
長

福
祉
部
所
管
の
公

共
施
設
で
設
備
が
あ
る
の
は
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ぐ
ら
い
で

あ
る
。
今
後
は
公
共
施
設
に
お

け
る
ト
イ
レ
や
授
乳
場
所
の
確

保
を
計
画
的
に
推
進
す
る
。

総
合
型
地
域

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

問

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
は
、
単
に
ス
ポ
ー
ツ
の
場

で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
地
域
住

民
の
交
流
の
場
と
し
て
も
期
待

さ
れ
て
い
る
。
本
市
で
は
十
八

年
度
に
ス
ポ
ー
ツ
エ
リ
ア
花
園

ク
ラ
ブ
が
創
設
さ
れ
た
が
、
そ

の
後
の
運
用
形
態
は
ど
う
か
。

社
会
教
育
部
長

ク
ラ
ブ
創
設

後
、
ラ
グ
ビ
ー
、
サ
ッ
カ
ー
を

は
じ
め
多
種
目
の
競
技
に
幅
広

い
年
齢
層
の
方
々
が
参
画
を
い

た
だ
い
て
い
る
。
今
後
総
合
型

地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
拠
点

拡
大
に
つ
い
て
は
、
学
校
体
育

施
設
開
放
事
業
等
と
の
整
合
性

を
図
り
な
が
ら
整
理
、
検
討
を

行
っ
て
い
く
。

東
大
阪
市
の
農
業
政
策

問

本
市
で
は
現
在
食
育
の
推

進
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
学

校
給
食
に
市
内
で
つ
く
っ
た
も

の
を
供
給
す
る
仕
組
み
を
つ
く

る
こ
と
や
、
市
民
農
園
や
福
祉

農
園
の
育
成
な
ど
、
本
市
独
自

の
農
業
政
策
を
打
ち
出
し
て
い

く
べ
き
で
は
な
い
か
。

経
済
部
長

二
十
年
度
以
降
、

本
市
農
業
の
再
活
性
を
図
る
た

め
に
学
識
経
験
者
、
農
業
者
、

市
民
、
行
政
で
構
成
さ
れ
る
農

政
懇
談
会
を
再
編
成
し
、
補
助

金
な
ど
既
存
施
策
に
つ
い
て
見

直
し
を
行
い
、
後
継
者
育
成
、

地
元
産
品
の
販
路
整
備
な
ど
本

市
農
業
の
方
向
性
を
明
ら
か
に

し
て
い
く
。

定
し
た
が
、
助
成
期
間
が
一
年

間
と
限
定
さ
れ
て
お
り
、
救
済

効
果
や
医
療
費
削
減
効
果
は
疑

問
だ
。
患
者
の
実
情
に
合
わ
せ

た
助
成
が
必
要
で
は
な
い
か
。

市
民
生
活
部
長

公
費
助
成
の

あ
り
方
に
つ
い
て
国
、
府
に
対

し
要
望
す
る
と
と
も
に
、
市
独

自
の
助
成
に
つ
い
て
も
積
極
的

な
検
討
に
努
め
た
い
。

健
康
部
長

相
談
窓
口
を
市
民

に
広
く
周
知
し
て
ま
い
り
た
い
。

市
民
生
活
実
態
調
査
を

問

本
市
国
保
事
業
は
収
納
率

低
下
と
増
額
の
悪
循
環
に
あ
る
。

保
険
料
滞
納
を
市
民
か
ら
の

と
受
け
と
め
、
市
民
生
活

実
態
調
査
の
た
め
の
収
納
対
策

チ
ー
ム
を
組
織
す
べ
き
と
考
え

る
。
職
員
が
市
民
の
暮
ら
し
を

肌
で
感
じ
、
自
ら
の
使
命
感
と

意
欲
を
高
め
る
こ
と
が
必
要
だ
。

市
民
生
活
部
長

市
民
生
活
の

実
情
を
把
握
す
る
こ
と
で
職
員

の
意
識
向
上
に
つ
な
が
る
な
ど
、

実
態
調
査
の
必
要
性
は
十
分
に

感
じ
て
い
る
。
現
状
で
は
十
分

な
体
制
が
と
れ
て
い
な
い
た
め
、

人
事
当
局
に
働
き
か
け
、
全
庁

的
に
体
制
強
化
を
図
り
た
い
。

苦
情
一
一
〇
番
の
制
度
化

問

市
民
か
ら
の
苦
情
に
際
し
、

苦
情
の
原
因
を
分
析
調
査
し
、

全
職
員
に
事
例
を
報
告
す
る
こ

と
で
日
常
学
習
し
、
制
度
改
善

に
つ
な
げ
る
と
い
う
一
連
の
動

き
が
必
要
だ
。
行
政
苦
情
一
一

〇
番
と
し
て
制
度
化
を
検
討
す

べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

市
長

早
期
に
実
施
で
き
る
よ

う
に
早
速
担
当
に
指
示
を
す
る
。

行
政
管
理
部
長

市
民
か
ら
の

苦
情
内
容
や
そ
の
事
例
を
庁
内

上
に
掲
示
す
る
な
ど
、

職
員
全
体
に
注
意
喚
起
で
き
る

制
度
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

薬
害
肝
炎
患
者
の
救
済

問

薬
害
肝
炎
に
関
し
、
患
者

の
相
談
に
の
れ
る
窓
口
を
つ
く

る
べ
き
だ
。
ま
た
イ
ン
タ
ー
フ

ェ
ロ
ン
治
療
の
公
費
助
成
に
よ

る
普
及
効
果
と
し
て
三
兆
円
の

医
療
費
削
減
が
可
能
と
の
説
も

あ
る
。
国
も
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ

ン
治
療
の
一
部
公
費
助
成
を
決
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